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司

会

五

今
年

も大学
入
試
の
シ

ー
ズ
ン
が
やっ
て
き
た。

長
野
県
下
で
は、
こ
の
と

こ

ろ大学ム藷翠
が
低
下

し、

撒育県

とし
て
の
伝

統に
諮
り
が
見え
る
と
の

こ
と
で、
棟々
な
論
議
や

対
策が
講じ
ら
れつ
つ
あ

る
よ
う
だが、
い
わ
ゆ
る

偏
差
値
ラン
キ
ン
グ
や
国

立
大
学へ
の

現役合
格者

数だいり

事物差
し
に
し
て

問題
を
論
ず
るこ
とは、

あま
り
に
も
時
代
錯
誤
で

，
あ
り、
決し
て生
産的
で

V

は
な
い
よ
うに
思
う。

～

な
ぜ
な
ら、
大
学そ
の

（

も
の
の
評
価が、

最近
は

F

急
速に
変わ
りつ
つ
あ
る

（

し、
徐々
に
で
は
あ
るが、

一

国
立

大学も多
元
的
な時

－

代に
対
応し
て
脱
皮しつ

一

つ
あ
り、
国
公
私立
を
問

～

わ
ず、
それ
ぞれ
の
大
学

一

が
か
な
り
個
性
化
しつ
つ

あ
るか
ら
で
あ
る。
それ

よ
りも、
二
十一
世
紀
の

国

際化時代
を
担
う
受験

生
諸
君
は、
もっ
と
主
体

的に
大
学を
選
ぶ
とい
う

努
力
をし
てほ
し
い
と
思

う。
私
自
身、
多
年、
大

学
入
試
や
入
試
改普
に
携

わっ
て
き
た
経
験か
らし

て
も、
入
試
の
あ
り
方だ

け
で
問題
が
解
決
す
る
と

は
思っ
て
い
な
い
し、
大

学自身、
制
度
的に
も
組

織
的に
も、
ま
た
カ
リ
キ

ュ
ラム
上
も、
もつ
ん援

本
的
な
改革
を
すべ
き
だ

と考
え
て
い
る者
の一
人

で
は
あ
るが、
こ
こ
で
は、

それ
ら
の
問題
に
立
ち入

る
紙
数は
な
い
の
で、
受

験生
諸
君へ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
の意
味
で、
私
の
専
門

領
域、
つ
ま
り
国
際
関係

論

や地域
研
究
（
外
国研

究）
な
ど
の
人
文・
社
会

科
学
分
野に
限っ
て、
い

くつ
か
の
最
新
情
報
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だく
に
と

ど
め
た
い。

相対的
に
は、
国
立
大

学
の
地
盤
低
下
に
比
し

て、
こ
の
と
こ
ろ、
新
し

い
時
代に
対
応
すべ
く
努

力
を
量
ね
て
き
た
私
学
の

充
実

と向上
は
著
し
い
も

の
が
あ
る。
国
際
基督
教

大
学
〈
I
C
U〉
は、
そ

の
よ
う
な
成
果
が
い
ま
や

国
際
社
会で
も
広く
認
め

ら
れ
て
い
る戦

後派私
学

で
あ
るが、
上
智大
学
も、

もこ
の
新学期か

喜
多く
の
人
材
露出
し
て
J

院
に
社
会人
の
導
入
を
は
き
てい
る。

｝

か
るな
ど、
よ
うや
く
改

私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
一

幕が
始
ま
ろ
う
とし
てい

は、
私が
清水
中学
校や
？

る。
私
の
勤
務
す

る東外
深
志高
校で
おこ
なっ
た
～

大に
は、
新
学期か
ら
東

琴譜

演を聴い
て
入
学
F

欧
の
雷
語
（
チェ
コ
語、

し
た
と
い
う学
生が
何
人
…

ポー
ラン
ド語）
安曇4
ぷ
も
入っ
て
き
て
く
れ
てい
一

コ
ー
ス
が
新
設さ
れ、
伝

るが、
そ
の
よ
うな
選
択
干

統のロ
シ
ア
語
学
科はロ

は、
や
は
り婚しい
こ
と
一

シ
ア
・東
敵
語
学
科
と
改
で
あ
る。
入
試
セン
ター
ム

愛され
るが、
近く
大
学
テ
ス
ト
の点
数につ
い
て
？

院に
地
域文
化
研
究科博
も、
傾斜
配
点
事多く
の
－

士
課
程
が
日
本
で
は
初
め
大
学は
導
入し
て
お
り、
｝

て
発
足
す
る
可
能
性
も出

数
学は
葦子
で
量失
語や
一

て
き
た。
本
年
は、
東
外
社
会科が
得
意
だ
とい
う
寸

学
部
で
は
大
限大
学が
東
大
の
大
学
院
入
試に
ト
ル

受
験生
に
は
き
わ
め
て
有
一

大
や
京大
よ
り
も、
は
る
コ
語
が
初
め
て
導
入
さ
れ

利
な二
次
試
験
も
各
大
学
（

か
に
水準
の
高い
ス
タッ

たし、
ア
フ
リ
カ
研
究
を
で
試み
ら
れて
い
るの
だ
－

フ
を
擁し、
国
際
的評
価

や
り
たい
とい
う
受験生
か
ら、
受験生
諸君
は、
～

も高
まっ
て
き
て
い
る。

に
は
大
阪
外
語大に
ス
ワ
各
自の
個性
と
時
代の
変
ι

今
年は、
明
白
来、
高
ヒ
リ
語
妻
のコ
l
ス
が

化
柔
取りし
て
自
主
一

級官
僚
や
す
ぐ
れ
た
学
者
あ
り、
入
学

定員も増
員
体
的に
大
学
を選ん
でほ
－

務担出
し
て
き

だ束大法
さ
れ
た。
中
国
研
究、
ァ
し
い。

松本
地方の
受験

学
部

政治学
科
に
は、
つ

メ
リ
カ
研
究な
ど
は、
京
生
路
君
の
健
闘
を切
に
祈
十

い
に
駒場
の
教盤
学
部か

大
より
も一
橋
大
や東
外
っ
てい
る。

ら
の

進学者が
定
員に
満
大の
方が
充
実し
てい
る
（
中嶋
嶺
雄・
豆泉
外

た
な
い
とい
う
地
盤低
下

とい
え
るし、
慶

応大法

語大教授〉

をき
たし、

京大法学部

学
部
も中
国
研
究で
は
数

のユ
ニ
ー
ク
な
個性
で
大

学警阜
に
成
功し
て
注目

さ
れ
て
おり、

大東文
化

大
学も
外
国
語
学
部
の
水

準が
大い
に
高
ま
り、
ま

た
国
際
関係
学
部
が
教
授

陣
に
人
材
を
集
め
て
い

る。こ
の
よ
う
な私
学
の
路

進に
比
し
て、
国
立
大
学

の
脱
皮
は
遅々
とし
て
は

い
るが、
た
と
え
ば
経
済

大

学

入

試

と

大

学

選

択

外
国
語
学
部
や
比較
文
化

学
部
安｝中
心に
大き
く
蕗

進し
た
こ
と
は
よく
知
ら

れ
て
い
る。
昨
年か
ら
は

慶
応
大
学が
藤
沢
キャ
ン

パ
ス
に
政
策

科学学
部、

環境情
報
学
部
を
新
設し

て、

璽種
だ
け
で
は
な

い
入
鼠
方
法
と
と
も
に、

時
代
の
先
端
を
担お
う
と

し
て
い
る。
ま
た、
こ
こ

て
二
年、
亜
細
亜
大
学

各
学
部
が衛

藤漕吉
学
長
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